










































































































































































































































































表 「～てもいい」 書叫 週誰叫 三1叫
許可（平叙文） ◎ ○ ○
（質問文） X ○ ◎
意向 ◎ ○ ○
許容 ○ ◎ X
外界的容認・可能 X ○ ◎
不満 × ○ ◎
後悔 X × ◎
◎：最も典型的に対する部分
○：ニュアンスは異なるものの対応する部分
×：対応しない．部分
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　日本語の「～てもいい」形式は、「事態の制御可能性」と「行為者の人称」という二つの
観点からとらえると、「行為者が受け入れる状況のタイプ」によって文の意味が変わり、多
義的に用いられる。一方、韓国語の「～（6F）三等じ｝」、「～（6n）三PtJ　ec叫」、「～（6肩）
E倒叫」形式は、日本語の二つの観点を踏まえた上で「語の基本的な意味」と「行為者の
置かれた立場」によってこれら三っの形式の中からいずれか一つが選択される。そこには文
脈や使用状況に応じて、さまざまな意味を異なる形式で表し分けている様子が見てとれる。
（注）
1）事柄を話し手自身と完全に切り離してしまったような放任のニュアンスがある。
2）用例（21）の「叫壱羽斜三翅書。｝」（浮気してもいいのか）は、話し手が聞き手に対して問い
　掛けている場面であり、この用例を日本語に訳す場合と受身表現の「浮気されてもいいのか」
　に置き換えた方が文としてより自然である。
3）今回の調査で「～司三　等じ｝」や「～團）E耳叫」が「許容」の意味で用いられた例は、
　一例も見られなかったことから「～（司）呈週書叫」による専用化の様子もうかがわれる。
4）韓国語で当該事態が外界の状況や規範の上で容認される場合、「～てもいい」形式を用いず、
　可能表現を使っていることがわかった。それが個人レベル的なものになると、用例（25）、（26）
　でみるように「～てもいい」に当たる「～（6H）E倒じ｝」を用いることができる。
5）　話し手の主観的判断である「許可」や「意向」を表す場合に最も「～（胡）E奪叫」が典型
　的に対応している。
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論文要旨
「～てもいい」に対応する韓国語の表現
申　鉱竣
　現代日本語の「～てもいい」を用いた表現は、聞き手の行為に関わる動詞に添える形をと
り、その行為を話し手が許可することを典型とする。ほかにも、意向、許容、外界的容認・
可能、不満・後悔の意味があることが知られている。本稿では「～てもいい」形式が表わす
意味を「事態の制御可能性」と「行為者の人称」という二つの観点からとらえられており、
その結果、「行為者が受け入れる状況のタイプ」によって意味分類が可能になる。
　それに対して韓国語の「～（胡）三奪じb、「～（胡）三翅番叫」、「～（6P）三司　V｝」形式
は、「柔叫」、「週番叫」、「到叫」といった、その語がもつ本来の意味と行為者の置かれてい
る立場によって三つの形式から選択される。そこには文脈や使用状況に応じて、さまざまな
意味を異なる形式で表し分けている様子が見てとれる。
　キーワード【「～てもいい」「～（胡）三書叫」「～（胡）三剖書叫」「～（胡）ES］叫」】
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Korean　Expressions　for「～てもいい」
HyunJun　SHIN
　　A　contemporary　Japanese　predicate　form［～てもいい］is　a　typica1　expression　used　with
avcrb　to　show　thc　speaker’s（first　person’s）permission　to　the　secgnd　person　to　do　the　act
denoted　by　thc　verb．［～てもいい］is　also　known　to　have　some　other　meanings　such　as
［intension］，［will］，［allowance］，［toleration］，［possibilityコ，［dissatisfaction］，　and
［regret］．
　　The　mcaning　of［～てもいい］depends　on　two　differcnt　factors　such　as［possibility　of
taking　control　of　thc　situation］and［grammatical　person　of　the　doer］．Therefbre，　scmantic
analysis　of［～てもいい］can　be　done　according　to　the［type　of　the　situation　taken　by　the
doer］．
　　On　the　other　hand，　Korcan　expressions　such　as［～（胡）三箸u刊，［～（司）三週書iJ｝一］，
and［～（胡）　E羽じ干］are　chosen　dcpending　on　their［primary　meaning］and　the
［situation　given　to　the　doer］．In　other　words，　they　are　chosen　in　accordance　with　the　context
and　the　situation．
Key　words’～てもいい，～（胡）三歪亡｝，～（胡）三週認じL～（胡）三到じ｝
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